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Ｈ = Ｓ = マンローの銅鐸
石橋茂登
１. はじめに
弥生時代の特徴的な青銅器である銅鐸は、考古学の黎明以前から人々の関心をあつめ、好古趣味
の対象ともなっていた。明治以降、銅鐸研究には多くの研究者が足跡を残してきた。その最初の一
歩は神田孝平とされる。また外国人では、明治 10 年（1877）にアメリカで銅鐸を紹介し、科学分析
結果を報告したＨ = Ｓ = マンローが挙げられる。本稿はそのマンローが図示した銅鐸について調べ
た所見を述べる。
神田孝平は明治８年（1875）10 月、銅鐸についてアジア協会会報に英文で掲載した〔KANDA1875〕。
それには銅鐸に関する概説に加え、神田が第２代駐日英国公使Ｈ = Ｓ = パークスに対し、同年５月
付けの手紙とともに自分が長年所蔵していた銅鐸を１つ送り、アジア協会での検討を依頼したこと
が書かれている。この件は佐原真〔1988ab〕が紹介したＨ = Ｓ = マンローの論文によって、もう少
し詳しく知ることができる。
Ｈ = Ｓ = マンロー（Henry Smith Munroe）はコロンビア大学で鉱山学を修め、明治５年（1872）
からライマンの助手として北海道の地質調査などをおこなった。いわゆる御雇外国人である。その
後は明治９年（1876）まで東大の前身である東京開成学校の地質学金石学教授を務めた。帰国後、
ニューヨーク科学アカデミー年報に「日本先史時代の銅鐸」という論文〔H.S.Munroe. 1877〕を発表
している。その論文によると、彼は神田とパークスの交際を機に銅鐸に興味をもった。論文にはジャ
パン・ウィークリー・メールのコラムに掲載された神田からパークスへの手紙が転載されている。
その内容は神田が明治８年（1875）に記した内容とかわらない。パークスへの手紙に添付されてい
た神田所蔵の銅鐸１口について、マンローはその大きさが高さ１フィート（1foot=30.48cm）で、論
文の付図と形態・装飾が類似すると記している。30cm 前後なら型式的には菱環鈕式から突線鈕Ⅰ式
までありうる。例をあげれば加茂岩倉遺跡で入れ子になっていた小型銅鐸くらいの銅鐸が送られた
と考えられる。その後の展開は、マンローの記事によると、神田の銅鐸はパークスから上海のメド
ウズ英国領事、さらにベルの研究者である北京のブシェル博士に送られた。しかし両名からは有益
な情報は得られなかった。その後は満州情勢が悪化して研究できなくなったらしく、どうなったの
かは不明である。
このマンロー論文の付図が、第１図に示した三遠式銅鐸と扁平鈕式六区袈裟襷文銅鐸のスケッチ
である。出土地などの情報はない。佐原真は銅鐸の大きさを縮尺から約 96.6cm と約 42.9cm と計算し、
現物は不明とした。筆者が入手した等倍の複写で測ると、銅鐸の高さは三遠式銅鐸が図上で 167㎜、
扁平鈕式銅鐸が76㎜である。スケールは１／６と記されているので、計算すると高さおよそ100㎝（167
× 6=1,002mm）と 45㎝（76 × 6=456mm）になる。銅鐸の図は実測図ではなくスケッチなので厳密
な高さではないが、銅鐸のおよその大きさを知ることができる。扁平鈕式銅鐸で 45㎝ほどであれば、
加茂岩倉遺跡の銅鐸のうちの大きい一群と同じなので、スケールに違和感はない。三遠式銅鐸のほ
うもほぼ正確と考えてよいだろう。
２. マンローの大型三遠式銅鐸
　さて、本稿でもうすこし検討してみたいのは、三遠式銅鐸のほうである。佐原真の論文では現在は所在不明とさ
れている。しかし、これだけ立派な銅鐸なので、探索する手掛かりはないものだろうか。そこで図に表現された文
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様や形態の特徴と、大きさから検討してみた。
文様の特徴としては、この図の三遠式銅鐸は鈕内縁文様帯の中央にひとつだけ鋸歯文を配してい
る。三遠式銅鐸で同様の文様構成の内縁は、静岡県前原Ⅷ遺跡銅鐸（67.3㎝）、愛知県平尾源祖銅鐸
（72.7㎝）、愛知県伊奈３号銅鐸（81.8㎝）、米国クリーブランド美術館蔵銅鐸（97.8㎝）〔井上・森田
編 2003：126-2〕、伝豊橋銅鐸（69.2㎝）〔井上・森田編 2003：130-2〕といった例がある。
大きさで検討してみると、さきほど計算した結果から、この銅鐸は高さ 100cm ほどとみられる。
三遠式銅鐸で高さ 100㎝ならば最大級の個体であり、クリーブランド美術館蔵銅鐸（97.8㎝）と、愛
知県手呂町銅鐸（97.7㎝）くらいしか例がない。手呂町銅鐸は大型で型持孔が四角い点などは図の銅
鐸と似ているが、マンロー論文から 100 年近く後の昭和 46 年（1971）出土なので、同一個体の可能
性はない。
では、もうひとつの 100cm 大の大型三遠式銅鐸であるクリーブランド美術館蔵銅鐸はどうたろう。
美術館ホームページ上で公開されているデータによれば、高さ 97.80cm、幅 48.90cm である。結論
を先に書いてしまえば、文様や形態にみえる特徴の比較から、この銅鐸こそマンローの図示した三
遠式銅鐸とみて間違いない。今回、図と写真でそのような見通しを得た上で、展示されている銅鐸
を実見して観察した。
マンローの図とクリーブランド美術館蔵銅鐸は高さが一致することに加え、内縁文様帯にひとつ
ある鋸歯文や型持孔の形状が一致する。それとともに特徴的なのは舞面の鋳造不良による空隙であ
第 1図　マンローの銅鐸図
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り、これも図とよく似ている（第 3・
4 図）。また図の鈕外縁右上部分に黒
い点々で示されたものは鋳造時の気
泡による鬆であり、菱環頂部の汚れ
のような描写は土の銹着である。そ
れぞれ実物の状態をかなりよく写し
ている。飾耳が肉厚で匙面状をなす
形態であることも図に表現されてい
る。また、軸突線や界線の数と切り
合い関係、外縁第一・第二文様帯と
鰭の各所の鋸歯文の数、交互鋸歯文
であることも実物と一致しており、
マンローの図が実物を観察してス
ケッチしたものであることは疑いな
い。ただし鰭下端付近では構図の影
響で形が崩れているし、鋸歯文内の
線条の数が間引かれていることや、
重孤文や鋸歯文の端部が界線にはみ
出す部分などの簡略化された描写も
ある。
上記の一致から、クリーブランド
美術館蔵銅鐸がマンローの図の銅鐸
であることは確実と考える。図示さ
れた面は第２図と同じ面である。一
方、第 2 図の右側下にあたる鰭飾耳
の一つと鐸身裾が大きく欠損してい
る点は、第 1 図と異なる。鰭飾耳の
破断面は黒褐色で、緑青色の周囲と
は異なり、出土後の比較的新しい欠
損と判断できる（第 6 図）。鐸身裾も同様で、鐸身裾下端まで遺存している箇所で見ると下端から数
cm ほどがひどく腐食しているような様子がある。裾の欠損はこれと関係あるかもしれない。出土後
のある時期、湿気のある地面に立てて据えおかれていたのであろうか。
このほかの所見も記しておく。内面突帯は断面半円形の太い突帯が１条ある。また、第２図でい
うと鐸身中段左側の区画内に３～４条の平行線の新しい傷がある。出土時のものかどうかは不明。
鰭外周突線下端と鐸身の境は、外周突線がわずかに鐸身側に延長されている（第 6 図）。このような
特徴は三遠式銅鐸に比較的多くみられる。第２図と反対面の鐸身には中央部近くに縦方向の鋳造不
良が広範囲にみられ、特に大きい不良個所には型によって文様をつける補鋳が行われている（第5図）。
鈕は第 2 図と反対側に上半部が曲がって反っている。また紐でつるしていたような若干の擦れた痕
跡が鈕の頂部にみられる。全体の表面状態を観察すると、第２図の左側にあたる鈕・鰭に砂粒の銹
着が多くみられ、鐸身右側には肌荒れがみられる。この表面の状況から、横位鰭上下の状態で埋納
されていたものと推測する。
マンローはこの論文中で、大型銅鐸と小型銅鐸の成分分析の結果も掲載している。この分析は
第 2図　クリーブランド美術館蔵銅鐸
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ニューヨークのコロンビア大学の鉱物学校において、Ｈ = Ｃ = ボルトン教授の下、学生の南部・松井・
テイラーによっておこなわれた。これは日本人最初の分析例とされる。南部の大型銅鐸分析結果は
松井が重ねて分析した結果とも一致するという。またテイラーの小型銅鐸は３回の平均値である。
佐原真によると、東京開成学校は明治８年（1875）にこの分析をした南部・松井を鉱物学校に留
学させている。このときの開成学校の教授はマンローということになる。マンローは 1876 年に帰米
して 1877 年にコロンビア大学で学位をとり、そのまま教員となって 1915 年までコロンビア大学教
授を務めた。したがってこの分析もマンローが帰米して南部らに分析させ、1877 年に発表したので
あろう。分析に用いられた銅鐸は大型・小型と記すだけで明示されていないが、論文の流れを素直
に読めば、マンローが同じ論文で図示した大小の銅鐸を分析したのであろう。そうだとすれば、クリー
ブランド美術館蔵銅鐸の、第 1 図と比べて欠損している鰭の飾耳が分析に供されたのかもしれない。
また所在不明の小型銅鐸のほうには３回分の試料を採取した痕跡が残っている可能性がある。
クリーブランド美術館に銅鐸が寄贈された来歴は「Gift of Mrs. Arthur St. John Newberry 1916」
と紹介されている。1916 年はマンロー存命中で、マンローがコロンビア大学を退職した翌年である。
第 3図　鈕から舞（写真） 第 4図　鈕から舞（図）
第 5図　鐸身鋳掛け 第 6図　鰭飾耳欠損・鰭下端
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同館には同じ人物が翌年にも和服を寄贈している。館に問い合わせてみたが寄贈者の細かい情報は
得るところがなかった。調べてみたところでは、Arthur St. John Newberry という名で該当しそう
な人物としては、クリーブランドに住んでいた作家が一人いる。「Caught on the fly」（1908）、「Tropical 
trolling; two tales of trouble」（1911）といった釣りなどに関する著作がある。何か関係あるかもし
れないが、この人物と銅鐸あるいはマンローとの関係は不明、来歴も不明と言わざるをえない。
３．おわりに
本稿で俎上に載せた銅鐸は三遠式銅鐸のなかで最大の事例である。三遠式銅鐸は鐸身断面が扁平
であること、太い内面突帯をもつこと、鈕飾耳をもたないことなど、古式の銅鐸の特徴を残しなが
ら新しい段階へと形態変化している。これら古風な特徴は、近畿式銅鐸と袂をわけた型式的分岐点
の名残を示している。しかし太い軸突線や軸突線と界線の組み合わせなど、新しい特徴も生み出し
ている。一方で軸突線は近畿式銅鐸にも取り入れられる。近畿式銅鐸と三遠式銅鐸は独自の変化を
しながら、相互に影響も与えていたのであろう。銅鐸の型式変遷においては近畿式銅鐸の大型化が
著しく、最大のものでは 130㎝を超えることになる。しかし数では少ないものの、クリーブランド美
術館蔵銅鐸（97.8㎝）や手呂町銅鐸（97.7㎝）のように、最盛期には三遠式銅鐸も 100cm 近い大きさ
まで大型化していた。近畿式銅鐸でこれらと比肩する銅鐸（鈕頂部の飾耳を含めた総高）としては、
突線鈕４式Ａ系列の静岡県釣銅鐸（96.7cm）、突線鈕５Ⅰ式Ｃ系列の徳島県矢野銅鐸（97.8cm）、突
線鈕５Ⅰ式Ｂ系列の和歌山県雨乞山銅鐸（100.0cm）など、突線鈕４式・５式の銅鐸が挙げられる。
突線鈕３式で総高 100cm になる近畿式銅鐸は知られていない。近畿式銅鐸の総高は飾耳のぶんだけ
鈕頂部までの高さより高くなることを考えれば、100cm 近い三遠式銅鐸は 100cm を越える近畿式銅
鐸と比較すべきかもしれない。このような三遠式銅鐸の大型化はあまり注目されてこなかったが、
三遠式銅鐸と近畿式銅鐸の並行関係や終焉を考える上でも、クリーブランド美術館蔵銅鐸は注目す
べき個体といえよう。
以上、マンローが図示した２鐸のうち、三遠式銅鐸はアメリカ合衆国のクリーブランド美術館蔵
銅鐸であるとわかった。アメリカで最初に紹介され、成分分析された銅鐸であり、学史上記念すべ
き個体である。また、それは三遠式銅鐸で知られている最大の個体である。出土地に関する情報は
得られないが、近畿式銅鐸と三遠式銅鐸の関係を考える上でも重要な資料といえる。
本研究は JSPS 科研費 24720367 の補助を受けた。
クリーブランド美術館の Elizabeth Saluk 氏にはご教示と写真の便宜を頂いた。記して謝する。
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第１・４図　H.S.Munroe. 1877, plate2。第２図　クリーブランド美術館提供。第３・５・６図　筆者撮影。
参考文献
井上洋一・森田稔編 2003『考古資料大観　６』小学館　126・130 頁。
佐原真 1988a「銅鐸研究史の新資料」『弥生文化の研究』第 10 巻　雄山閣出版　巻頭・226 頁。
佐原真 1988b「銅鐸研究史の資料若干－神田孝平・Ｈ =Ｓ =マンロ ・ーモールス－」『高井悌三郎先生喜寿記念論集　歴史学と考古学』
185-208 頁
H.S.Munroe. 1877. Prehistoric Bronze Bells from Japan. Annals of the New York Academy of Sciences, vol1, no.2. pp.35-
41/plate2.
KANDA TAKAHIRA. 1875. ON SOME COPPER BELLS. Transactions of the Asiatic Society of Japan, 20th October 1875. pp.29-
33.
88
